





























































































c u r s a
ルサ」は、すでに 1164 年、『ジェ
ノヴァ人年代記』の記録に確認されるものである。いわゆる本書で扱われる「通




Licentia ad exercendam piraticam
賊行為の許可証」を与えることに関する規定文書が存在す
ることからも明らかだろう。第７章で著者が言及するように、私掠が軍事的に優秀であったか否
かという議論は、中世においては、なおのこと意味を持たないであろう。しかし「許可された掠
奪」が、少なくとも 12 世紀から「長い近代」の時代まで行われ続けたことは、有用無用の議論
だけでなく、その制度的な展開を考察する上でも、前提とされるべき重要事項だろう。その点に
関して、本書におけるいささかの課題と疑問を、僭越ながら、指摘しておきたい。
　本書が寄せる関心の空間的あるいは時間的射程は、まさにイングランドが近現代に築き上げた
海上帝国としての海事史（あるいは海軍史）である。本書は、確かにそこに連なる時代的な連続
性や地域的な多様性を例として挙げている。しかし確かにグローバルな視野を持って本書は構成
されているが、同時代における地中海の状況が、他の海域と比べ、鮮明さを欠くものであった。
112
前述の通り、地中海世界ではすでに私掠活動が盛んに行われていた海域である。その伝統と 15
世紀以降、本書が対象とする時代との連関はどのようなものだったのだろうか。またすでに 13
世紀にはジェノヴァによるジブラルタル海峡を越えての大西洋定期航路が展開していたことはよ
く知られているだろう。少なくとも 13 世紀以後イングランド近海と地中海は密な関係にあった
と考えられている。両海の接続は掠奪活動（あるいは海軍活動）において意味を持ったのか。加
えて 15 世紀以前にイングランド近海では、軍事戦略的に許可された「掠奪」は展開していたの
だろうか。していたのであれば、それらを統制する、あるいは管理する動きを見ることはできる
のだろうか。「掠奪」像を描く本書の力点が、前時代との接続と他の海域との接続に割かれなかっ
たこと、すなわち『掠奪と交易の四百年史』と銘打つように、4 世紀の間に限定されてしまった
ことが多くの疑問を残してしまったように思われる。
　しかしながら、かかる疑問を抱かせるのは、評者が異なる時代の異なる海域を扱っているが故
でもあるが、本書がそれだけに、詳細緻密に海事社会を描き、そのため魅力的であるからに他な
らないだろう。広い海域における海事社会の一端を、これほどに鮮明に描き出した本書は、学問
的なレヴェルを落とすことなく、新たな疑問を提起させながら、幅広い読者層に向けられている。
本書を鏑矢に、さらに一層「海」における掠奪を描く研究が推し進められ、海上での社会や文化
の歴史的諸相が解明されていくことに期待を寄せつつ、評者は拙筆を置くこととする。
